
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『誰だって、助けてもらう時が来る、できる今、助けあえる喜びを』 

第 ３ ８ 号 

２０２５年２月発行 

弥生が丘自治会 

 広 報 部 

― 新年を迎えて 「つながり」を大切に ―                   総務部長 中島功一 

 新年明けましておめでとうございます。 

旧年中は自治会活動にご支援、ご協力を賜り心からお礼申し上げます。 

昨年は、元旦の午後４時１０分に能登半島地震があり、激動の時代の始

まりを予感させました。世界中で起こる戦争や紛争、危険なほどの猛暑

や寒波、地球温暖化による異常気象などもますます懸念されます。 

弥生が丘自治会ができて３６年になろうとしていますが、当時の子ど

もたちも成長し巣立っていき、今では私たちも高齢者になり街の雰囲気 

もすっかり落ち着いたものになってきました。よく言えば成熟した街ですが寂しくなった感は否めません。 

 最近見たテレビドラマで妙に印象に残った話がありました。その物語は「団地のふたり」。主人公の女性た

ちは 50 代、訳あって独身、実家暮らし。団地で生まれた幼馴染の二人が、お節介やきの住民と賑やかにほ

のぼのと繰り広げる団地の生活物語。５０年以上前に建設されもので、今では老人ばかりが暮らす団地で

すが、何となく今の弥生が丘の状況に似ている雰囲気がありました。 

２月には慣れ親しんだフローラ８８が閉店し、銀行の窓口も無くなり、ますます生活の選択肢が少なくな

ります。だからこそ防災活動含め「つながり」を大切にし、安心で安全な街を目ざして参りたいと思います。 

役員一同、新たな一年の平穏と皆様のご多幸をお祈り申し上げます。 

 

自治会活動に携わって                            ５丁目地区長  岡 潔 

今年度５丁目の地区長として、自治会の行事に携わらせていただきました。まずは各

班長さん、地域住民の皆さんをはじめ、自治会活動について教えてくださった自治会理

事の皆さんに感謝申し上げます。 

長く弥生が丘に住んでいますが自治会にはほとんど携わったことがなく、いろいろな

行事が自治会を中心に行われていることや、住みやすい街になっていることも自治会 

があってのことと感じました。特に敬老会、多世代交流モルック大会、防災訓練では小学生からお年寄りま

で文字どおり多世代交流ができており、人との結びつきが、たいへん大事なことだと思いました。 

ふるさと祭りや、もちつきではたくさんの子どもたちが参加し、楽しんでいる姿を見ることができまし

た。色々な自治会の行事のお手伝いをさせて頂くなかで、子どもたちの笑顔が一番印象に残っています。 

多くの皆さんにとって、これからの弥生が丘が、これまで以上に住みやすく、良い街と思っていただける

ような自治会活動を続けていただければと思います。微力ながらお手伝いをできればと思います。 

～自治会活動により地域の整備がされました～
  ＝会員の皆様のご要望で以下の改善が出来ました＝ 
・４丁目シオン橋交差点付近の交通安全確保（路面に「ゆっくり」の 
表示） 

  ・４丁目から弥生が丘 5丁目信号（交差点）に降りる階段の段差解消 
・シュライン通りや東屋付近の伸びすぎた樹木の枝の剪定 
・３丁目○○邸、４丁目△△邸から公道や隣家に伸びた生垣の剪定 
庭の雑草の除草 
・蛍光管・乾電池のコミセン回収の継続実施 

 ・弥生が丘Ⅰ・Ⅱ番館のごみステーションネットの更新 

初日の出（4丁目児童公園） 

～

 

５丁目東屋付近の樹木の剪定で、歩道の 

見通しが良くなり付近が明るくなりました 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども会活動にかかわって                                 3丁目 森本 ひろみ 

「子どもたちに弥生が丘での楽しい思い出作りができたら」と思い、子ども会のお手伝いをしています。

流しそうめんなどのイベントに参加し、子どもたちと一緒に自分も楽しんでいます。我が子も毎回、次は何

するのかな？と、参加を楽しみにしています。地域の皆さんから学ぶことも多く、また色々な学年のお母さ

ん方と出会うことができ、知り合いが少なかった私には繋がりが増えました。 

2丁目 粟井 久美子 

子ども会の立ち上げから関わっています。クリスマス会などのイベントのお手伝いをする中で、子どもた

ちの笑顔や楽しく参加する姿を見ることができ、私たちも一緒に楽しめました。準備をとおして保護者同士

や地域の皆さんとの交流も深まりました。地域で見守ってくださる温かいサポートの中で、子ども会の活動

が、子どもたちにとって弥生が丘で過ごした小学生時代の素敵な思い出となれば嬉しく思います。 

弥生ふるさと祭りを学習して                         弥生小学校教諭 小山遼太 

弥生小学校の３年生は総合的な学習の一環として、地域の皆さんから愛さ

れている弥生ふるさと祭りについて学習をしています。これまで楽しく参加

してきた弥生ふるさと祭り（以下、祭り）にはどんな歴史があるのか、どのよ

うな準備をしているのか、そしてどのような願いや想いが込められているの

か、実行委員長をはじめ地域の皆さんにご協力をいただきながら、子どもた

ちは学びを深めてきました。 

子どもたちは、長きにわたって祭りが行われてきたことや、祭りの開催に向けて半年以上も前からたく

さんの人が準備をしていることを知り、大変驚いている様子でした。そこから少しずつ、「地域の方々と一

緒に、自分たちも祭りの伝統や文化を繋げていくために、何かできることはないか」と考えるようになって

いきました。そして先日、大好きな祭りを次の世代へと受け継ぎ、守っていくための出し物やアイデアを考

え、地域の方々にプレゼンテーションを行いました。色々なアドバイスをいただき、真剣にお話を聞く子ど

もたちの姿が印象的でした。子どもたちの振り返りからも、「中学生や高校生、大人になっても祭りに参加

して、守っていきたい」「これまでは、祭りがなくなってほしくない、という思いだけだった。でも、関係者の

皆さんのお話を聞いて、守るという視点から考えるようになり、祭りをこれからも自分たちで受け継いで

いきたい」という声が聞こえ、地域の皆さんと交流し学んできた成果と、一人ひとりの想いの高まりを感じ

ています。                       

今後も、子どもたちの考えを形にしていくために、地域の皆さんと共に取り組みを進めていきたいと考

えています。ご協力をいただいた皆さんに、お礼を申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。 

こんな弥生フェスに！                                      イベント部 

１０月２７日、多世代住民相互のふれあいと交流の場の広がりを求めて開催

しました。夢ひろばではフリマ、コミセンでは「秋の文化祭」として、歌ごえ広

場・オカリナ演奏・カラオケ大会・折り紙の展示と体験・コミュニケーション麻雀

の体験、人権標語の展示があり、多数の参加ありがとうございました。 

次年度に向けては、より楽しく誰でも参加しやすい「弥生フェス」になるよう、 

検討していきます。フリマは今年以上に出店数が増え、充実した内容で皆さん

が楽しめるよう企画しますので、お友達等にお声掛けいただき、使っていないものが家の中に眠っていな

いかと、気にかけていただければ有難いです。また、コミセンでは一般公募をかけて文化的な作品の展示

会も企画できればと考えています。 

「こんな弥生フェスに！」、皆さんからの要望がありましたらコミセンまでお知らせください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クリスマス会 ～12月 22日（日）～                                  子ども会 

今年も 32名の子どもたちが参加して実施しました。劇団クレッシェンドの読み聞かせ劇で盛り上がった

後、みんなで「かわいいサンタ人形」を作りました。クリスマスソングを合唱したところにサンタさんが登場。

大いに盛り上がり、プレゼントも貰ってとても楽しい会になりました 
 ３回目のクリスマス会になりますが、今回もお母さん方にお世話いただき、す
べての子ども達を温かく見守っておられる様子が微笑ましかったです。 

 子ども会のお手伝いに始まり、最近では自治会やまち協のイベントにも若い 
お母さんたちに積極的に参加いただけるようになり、大変嬉しく思っています。 

（参加者の感想） 

・ヘンゼルとグレーテルのお笑い劇が面白かったです。特にヘンゼルがムキムキになっていて思わず笑っ
てしまいました。サンタさん作りも楽しくて、とてもかわいかったです。        （５年生 粟井しなり） 

・冬休みに学校のみんな大勢と会える特別な感じにワクワクしました。サンタさんの工作は思ったより上
手くできて嬉しかったです。くじ引き大会では、僕は残念賞だったけど、いいものを貰えました。みんな
で歌を歌ったら、サンタさん登場！また来年もサンタさんに会いたいです。     （３年生 森本祥雄） 

・それぞれが好きなカラービーズ等を選び、自分だけのサンタさんを。「鼻は黄色にする！」「どんな目が
いいかな？」と周囲の友だちや保護者と話しながら、とってもかわいらしいサンタさんが出来上がって

いました。手品を披露してくれた友だちもあり、最後はサンタさんからのプレゼントを受け取って楽しい
クリスマス会になりました。                                     （４丁目：野口 桜） 

年末防犯パトロール実施 ～12月 26日（木）、27日（金）～         防犯部 

夜８時から約１時間、住民有志の方とともに「拍子木」によるパトロールを実施しまし

た。2日間で累計12名の参加。去年も参加してくれた５歳と８歳のお子さんは、今年は自

前の「防犯ベスト」着てパトロールを盛り上げてくれました。夜道で会う地域の皆さんから

もねぎらいの言葉をかけていただきました。  

協力ありがとうございました。 

 

人権標語の取り組み                              弥生小校区地域人権教育協議会 

弥生小校区人権協議会の取り組みの一つとして毎年、人権標語の募集を行っています。地域住民の皆

さんから応募のあった作品は、平成２６年度からは全て三田市に提出しています。 

H２６～R６年間の延べ応募件数：６４７作品（約 60作品/年平均）（三田市全体：約２５０作品/年平均） 

全市からから応募された標語は、市の選考委員会で優秀賞、入選が選出されます。 

これまで弥生が丘からは優秀賞４作品、入選５作品が入賞しています。 

 令和 3年からは、秋に開催される「弥生フェス」に協賛して、応募のあった全作品をコミセンに掲示して

フェスの参加者に投票していただき、投票の多かった上位数作品の応募者には副賞をお渡ししています。

（大人の部数点、小中学校の部各一点） 

 人権標語を考え、書くということは、人権意識の高揚が図られ、差別解消の意識が促されることになりま

す。今年度も 8月から募集をします。多くの標語の応募をお待ちしています。 

 

弥生が丘地域総合防災訓練実施～１１月１６日（土）～                        防災部 

 三田市危機管理課、三田市消防本部、さんだ防災リーダーの会の協力で、弥生小学校と合同で、弥生小

学校で実施しました。参加者は住民２３６名、小学校児童・教職員１１１名、その他２０名、合計３６７名。 

避難訓練では無事カード掲示による安否確認を行いましたが、掲示率は４７．５％と低調な結果となり

ました。災害時の安否確認の為、無事カードは必ず掲示をお願いします。 

 災害、特に地震はいつどこで発生するかわかりません。災害に備え、日頃 

から食料品、飲料水の備蓄、家具の転倒防止、感電ブレーカーの設置等防災 

対策に努めて頂きたいと思います。 

防災研修のお知らせ 
 既に回覧で案内していますが、防災研修を２月１５日（土）に実施します。 

  □研修場所：人と防災未来センター（神戸）、兵庫県広域防災センター（三木） 

  □参加定員：４０名（大型バス１台） 参加費：１，０００円/中学生以上、小学生以下無料 

 

 

 

 



恒例！富士中部活生徒との合同クリーンデー実施 ～１２月８日（日）～     生活環境部 

                     清掃作業を通じ、子どもたちと地域住民との交流を図ることを目的に平

成27年に第１回目を実施して以来、今年で 10回目の節目の年になりまし

た。当日、生徒の皆さん５４名は部活単位で、顧問の先生８名が引率され、

各丁の公園や遊歩道、広場に８時３０分前に集合、約１時間をかけて主に落

ち葉の回収作業をしてくれました。 

                     地域の皆さんには、生徒に清掃範囲の指示や清掃の仕方を教えたり、学

校生活や部活動への励ましの声をかけたり等、和気あいあいと生徒との交

流を図っていただきました。 

  参加した生徒からは「地域の人から“部活や勉強に頑張ってね”と声を掛けられ励みになった」「普段 

自宅から学校への往復で弥生のまちの様子がよくわからなかったが、今回クリーンデーに参加して新し 

い発見があった」などの感想もありました。今後とも継続して実施してゆきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りの「門松」と「とんど焼き」～１月１２日（日）～         少年野球コーチOB会 山口誠一 

昨年末に、地域の皆様の今年１年の幸福を祈願して「門松」と「書」をコミセン前 

に飾りました。1年中落葉しない松、成長が早く生命力の強い竹、「難を転じる」南 

天、葉が何重にも重なっている様子から「吉事が重なる」葉牡丹などの縁起の良い 

植物を地域周辺から集め半日がかりで完成。今年で３回目になり「販売されている 

門松なみの出来栄え」と自画自賛でした。 

また、正月飾りや書き初め、古い年賀状などを燃や 

し１年の無病息災を祈る伝統行事「とんど焼き」は２０ 

１７年から始め、今回で９回目となりました。 

弥生会の皆さんが用意した豚汁も恒例となり、子どもたちからお年寄りま 

で多くの方が舌鼓を打たれていました。今年度から復活したお餅つきも含め 

伝統行事が子どもたちに引き継がれることを願っております。 

 

弥生が丘コミュニティセンター 
〒669-1546 弥生が丘２丁目２１ ☎/Fax：079-562-0434 

E－mail：ya54278＠xa3.so-net.ne.jp 

公式ホームページ閲覧方法＝【弥生が丘自治会】で検索 

６年生を送る会 ～３月１６日（日）～                              

           弥生が丘自治会子ども会「２０２４年度６年生を送る会」を開催します。 

子ども会設立時から後輩の皆さんのお世話してくれた６年生が卒業します。今回も５年生 

以下のみんなと保護者の皆さんで色々な趣向を凝らし楽しく送り出したいと思います。 

子ども会会員の皆さん、是非参加してください！お待ちしています。 

～関係団体からの報告～ 

 

楽しいひととき ～１２月２０日（金）～                              ふれあい委員会 

2024年の締めくくりとなる「ふれあいの集い」を開催しました。第 1部は 

フラワー地域包括支援センターの木村さんによる健康講話で、タイムリーなヒ 

ートショックについてのお話をお聞きしました。 

第2部は梅北千香さんのクリスマスコンサート。ソプラノ独唱とアイリッシュ 

ハープの演奏に皆さん聞き入っておられました。また、「きよしこの夜」「赤い鼻 

のトナカイ」などお馴染みの曲の演奏では会場の皆さんも一緒に合唱されるな 

ど、大いに盛り上がりました。 

 

子ども会 


